
基礎分野 (人文・社会科学) 管理番号

開講時期 1年次 前期

担当教員名

授業時間 30 単位数 1 選択必修区分

事前：

事後：

レポート

出版社

出版社

　授 業 計 画　　（各回ごとのテーマと内容について）　

1 江崎

2 江崎

3 江崎

4 江崎

5 江崎

6 江崎

7 江崎

8 江崎

9 江崎

10 江崎

11 江崎

12 江崎

13 江崎

14 江崎

15 江崎

成績評価基準 それぞれの到達目標にしたがって、提出課題や定期試験において評価する。

2024　シラバス（科目概要・授業計画）
　科 目 概 要

学部学科名 保健科学部　 臨床検査学科・放射線技術学科

授業科目名 心理学 江崎　由里香

授業形態 講義 選択

授業概要
（目的・テーマ等）
（150文字程度）

心理学は思考や感情など人間の内的なプロセスや行動について理解するための学問であり、医療や
教育、司法などの場でも貢献してきた。近年は、脳画像を用いた研究も行われており、非常に学際性
の高い学問といえる。本講義では、これまでに実証されてきた人間の性質について概説する。

到達目標
（150文字程度）

・人間の行動や心の仕組みについて学ぶことにより、自分自身や他者についての理解を深めることが
できる。
・社会に対する関心を持ち、医療のみならず日常生活における現象と心理学の知識を関連づけ、自ら
判断する力を養う。
・他者理解に基づいたコミュニケーションができるようになる。

準備学習の内容
（事前・事後学習に必

要な時間等）

次回学修する範囲について、教科書を予習する。（30分）

毎回学修したポイントについて、要点をまとめておく。（30分）

評価方法等
課題へのフィードバッ

ク等

定期試験 その他の評価方法 課題へのフィードバック等
筆記試験

提出課題（30%）
提出された課題については、その都度解説
する。70% 0%

オフィスアワー 学期ごとに掲示板にて連絡する

学生へのメッ
セージ
（150文字程度）

近年、心理学はさまざまなメディアで取り上げられていますが、それらを通して形成されたイメージと学
問としての心理学は大きく異なると思います。本講義では、理論だけでなく身近な現象や例を取り上
げていきますので、心理学を通して人に対する理解（自己理解・他者理解）を深めてください。					

教科書
書　名 医療系のための心理学
著者名 樫村正美・野村俊明　編著 講談社

参考書
書　名　 心理学・入門 [改訂版]―心理学はこんなに面白い
著者名 サトウタツヤ・渡邊芳之 有斐閣	

回=90分 テーマ 担当 内容（70字以内）

心理学とは オリエンテーション、心理学とは

感覚・知覚 感覚の仕組み、知覚、錯覚と主観的世界

学習・行動 学習の基礎、条件づけ、社会的学習

注意・記憶 注意の機能、記憶の分類、忘却

言語・思考 言語の獲得、思考の発達

感情・動機づけ 感情生起のメカニズム、動機づけとは

社会・集団 対人関係、集団の中の人の心

知能・パーソナリティ 知能の捉え方、パーソナリティの捉え方

人間の発達① ライフサイクル理論と子どもの発達

人間の発達② 青年期以降の発達

心の理解とその支援
方法

心理アセスメント、様々な心理療法

ストレスと心身の健康 ストレスとは、ストレスと精神・身体疾患

家族関係の理解		 家族の捉え方、家族理解のポイント

発達と適応 発達障害の理解と支援

まとめ これまでの授業のまとめ


